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• ルビ は 「(ルビ)」 の 形式で 処理した。 

參 〔#〕 は、 入力 者 注 を 示す。 

• 収録 作品 

自画像 \ 焼かれた 魚 \ 青い 小父さんと 魚 \ お嫁さんの 

自画像 \ たばこの 好きな 漁師 \ 親不孝な イソ クソキ \ 

珠を 失く した 牛 \ お 月 さまと 馬 賊\ 三人の 騎士/或る 

手品師の 話 \ 或る 夫婦 牛の 話 \ トロち やん と 爪切 鋏 \ 

豚と 青大将 \ 白い 鲽の話 \緋 牡丹 姫 \ 狼と 樫の 木 \ マ 

ナ イタの 化けた 話 \ タマ ネギ になった お 話 \ 鶏のお 婆 



さん 

自画像 

八 1 ) 

此 所に トムさん と 言 ふ 至って お人好しの 農夫が をり 

ました、 この 村の 人達 は 余りお 〔# 「人」 が 脱落 か？〕 

好し の 事 を トムさん の やう だとよ く 言 ひます が、 全く 

トムさん は お人好しでした。 随分よ く 働きます。 それ 

に 無口で 大力で 正直で 何 ひとつ も 欠点が ありませんで 

したが、 唯 その お人好しが あんまり 過ぎる ので 困り ま 



した。 

トムさん は 三人 ものお 嫁さん を 貰 ひました が、 ふし 

ぎに 一 ニニ 日た つと 三人と もみな 逃げ帰って しまったの 

でした、 それに は 色々 の わけが あるので す。 最初のお 

嫁さん を 貰った 時でした。 トムさん は 大変お 嫁さん を 

可愛がって 一 粒の 豆で も 仲 善く 半分 頒 〔# 「頒」 に 「マ 

マ」 の 注記〕 合って 食べる 程でした から、 お嫁さん も 

大変 満足して 居た のでした。 

処が 丁度、 お嫁さん を もら つて 三日 目の 真夜中 頃ミ 

シリ くと 屋根で 音が したと 思 ふと、 天井の 空 窓から 

太い 繩を 下して 三人の 泥棒が トムさん の 家へ 忍び こん 



(二) 

泥棒 達 はお 互に 眼 を 白黒 させて 居り ましたが、 その 

内の 一人が 「俺達 はこの 空 窓から 飛び込んだ のさ」 と 

答へ ました。 トムさん は 之 を 聞いて 「それ は あぶない 

所から 這 入って 来ました ね、 一 寸表戸 を トン トン 叩い 

て 下されば 直ぐ 開ける のでした のに」 と 云 ひました。 

泥棒 達 はま ごくして 居て 隣近所に 騒がれて は 大変と 

トムさん の 家の 真ん中へ 持って きた 一 反 風呂敷 を 各々 

ひろげまして 棚の 物 やら 何やら 片っ端から 入れ はじめ 

ました。 これ を じっとみて ゐた トムさん は 何と 思った 



のか、 自分 も 向う 鉢巻 をして 泥棒 達と 一 緒に 自分の 家 

の 品物 を 「これ も あげる」 「あすこに も 有る」 と大 汗で 

ドン ドン 拠 〔# 「拠」 に ママの 注記〕 リ 出した ので ト 

ム さんのお 嫁 さ ん 始め 泥棒 達 何が 何やら 訳が わかり ま 

せん。 

さて 泥棒 達 は 風呂敷に 包める だけ 品物 を 包んで しま 

ふと さっさと 出て 行かう と 致しました。 すると トム さ 

ん 何と 思った のか 泥棒 を 呼びと めて 「お前さん 達 は 案 

外 欲の 無い 人達ば かりです ね、 まだ 室の 中に こんなに 

品物が 残って ゐ るではありません か」 とい ひました。 

すると 泥棒 達 は 振り向いて、 



(三) 

トムさん はこの 前に 不思議 さう に 突立 つ て 居り まし 

たが、 やがて 乞食に 向って 「お前さん 達 はこの 寒空に 

こんなお 寺の 椽の 下に 寝 むらずに、 何処かの 宿へ でも 

泊ったら 良いで はありません か」 とい ひました。 する 

と 乞食 は 之 を 聞いて 「あなた も 面白い こと をい ふ 人 だ、 

あつたかい 布団へ 寝たり 泊ったり する お 銭が あれば 乞 

食な どし ません よ」 と 笑 ひました。 トムさん は 「成程 

な」 と 同情し まして 「それ ぢゃ 私の 家へ お出でなさい、 

この 椽の 下にね るより 余程 ましです よ」 とい ひました 



ので 乞食 達 は 大変 喜んで トムさん の 後へ ぞろぞろ つ い 

て 行きました。 

トムさん のお 嫁さん は 汚なら しい 乞食が 十一 一、 三人 

もぞ ろく やって きて、 お 座敷へ 上り こんだ ので 吃驚 

して 其 晩の 内に 実家へ 逃げ帰りました。 

トムさん は 之 は 失敗した と 思 ひ 乞食 達に 向って、 お 

嫁さん 〔# 「が」 が 脱落 か？〕 逃 帰った わけ を 色々 と 

話して、 また 元のお 寺の 椽の 下へ 帰って 下さいと お 願 

ひしました。 それ をき いて 乞食 達 は 之 は 気の毒 だと 素 

直に 出て いって 呉れました。 

トムさん は 早速 お嫁さんの 実家へ テクく 出掛けて 



りして ゐ るから、 あの 雪の やうに 白い 白鳥のお 嫁さん 

の お 衣裳が 汚く 煤け て は 可愛 さ うだな」 こ んな事 を 思 

つて 居ります と、 一羽の 鳥が 「トムさん の 馬鹿」 と 怒 

鳴って トムさん のつ い 鼻先へ 白い 糞 をお としたので 

吃驚して また 一 鍬 土 を たがやしました。 

(四) 

トムさん は 今度 は 森 陰の 白い 王城 を 眺めました。 

「ああ、 私 は 一 生の 内た つた 一 度で も 良い から あの 様 

な 王城に 暮 してみたい もの だ、 純金の 王冠 を かぶり、 

黄金 づ くりの 太刀 を 佩き 白い 毛の 馬に 跨り、 何千 人の 



その 晚は 近年に ない 大暴 風でした、 トムさん の 家の 

屋根 は 今にも 飛ばされ さうな 激し さでした。 トムさん 

は 余りの 物凄 さ に 部屋 の 炉ば た の 焚き火に よって 小さ 

く ふるへ て 居りました。 すると この 激しい 暴風雨の 中 

に、 トムさん の 家に はこの 一、 二 年 この 方、 猫の 子 一 

匹 訪ねて きた ことがない のに、 トン トンと 表 戸 を 叩く 

ものが あるではありません か、 トムさん は 大変 不思議 

に 思 ひまして、 兎に角 表 戸 を そっと 開きます と ドッと 

吹き 入る 雨風と 一 緒に 一 人の 若い 女が 室の 中に 転リこ 

みました。 

トムさん は 吃驚して よく/ \ 見ます と、 それ は 羽 it 



た。 その 翌日 も その 翌日 も 何時まで 経っても 帰る 風 は 

見えませんでした。 

(五) 

トムさん は 朝 鍬 を 担いで 野良に 出掛け ましたが、 二 

時間 もた 、ぬう ちに 畑から 帰って きて しま ひました。 

それ は トムさん が 畑へ 働きに い つても お 留守居のお 嫁 

さんが 心配で 心配で、 もしゃ 鼠に でも ひかれ はしない 

かと 思 ふと 仕事な ど は 手に つきません ので 飛ぶ やうに 

家に 帰って くるので した。 

お嫁さん は 或る日、 あまり その 事 を 不思議に 思 ひま 



う 画 は 森 陰に ある 国の 王城 〔# 「の」 が 脱落 か？〕 厳 

めしい 高 壁 を 越えて その 中に 這 入って しま ひました。 

トムさん はもう が つかりして ぼ ろ/ \ 涙 を 流しながら 

家 へ す > ^ す) ^ 帰りました。 

お嫁さん は トムさん の 悲観した 顔 をみ て その 訳 をた 

づ ねました、 トムさん は 眼から 大きな 涙 を ぼ ろ /\ 流 

して 

「実はお 前 を 吹き飛ばして しまったの だ、 ァ ー ン、 ァ— 

ン」 と 泣きながら 今までの 事 をく はしく 話しました。 

お嫁さん は それ を 聞いて 笑 ひながら 「あんな 画 は 何 

枚 だって 描いて あげます から 諦めて 了 ひなさい」 とな 



ぐ さめました。 

こ、 に 大変な 事が 持ち 上りました。 

(六) 

お 城の 堀の 中に 這 入った お嫁さんの 自画像 を 兵士が 

拾 ひまして これ を 王様に 差 上げました。 

王様 はこの 画 を 一 眼 御覧に なって あまりの 美し さに 

お驚きに なりました。 わが ま、 な 王様 はま だお 妃 がな 

かった のです から、 この 画の 女 を 国中 を 探して 是非 連 

れて 参れと、 一 同の 兵士に 厳重に 申しました。 城 中の 

兵士が 総出で 探した あげく この 画の 女が トムさん のお 



嫁さん だと わかりました、 王様 は そこで トムさん に 向 

つて、 「余の 妃に差 出す やうに」 と 命令いた しました。 

そして 万 一 命令 をき かなければ トムさん の 首を切り か 

ねない 権 幕な ので トムさん は 青くな つて 泣き だし まし 

た。 

トムさん は 三日三晩と いふ もの はお— ん、 お ー んと 

泣きつ y けました。 (欠 1 行) つたと いふ 話です。 お 

嫁さん はこれ を 見て、 

「さあ 泣いて はいけ ません、 私達に 運が 向いて ゐ るの 

です。 私 は 之から 王様の 妃 になります。 然し 心配して 

はいけ ません。 私 は あなたの 永久のお 嫁さん です。 私 



たり、 金の 鎧 を 着たり 色々 盛装して 門の 中の 床に 腰 を 

掛ける のです。 臣民た ち は 門の 中に 入る こと は 出来な 

いので 門の わきの 処で 立ちよ つて 中 を 見る ことが 出来 

るので した。 そして 午後の 六 時になる と 重い 鉄の 扉が 

ガ ラガラ と閉ぢ てし まふので した。 

ところが 果して トムさん のお 嫁さん がお 城に いって 

から 何月 何日に 城門 ひらき だとい ふお フレが 伝 へられ 

ました。 

愈々 当日になります と、 トムさん は 乞食より 尚 汚い 

ボロ くの 服 をき て、 顔に は 泥 を 塗り、 杖 をつ き 腰 を 

か、 V めて お嫁さんに 言 はれた 通り 見物人の 一 番 前に 出 



はありません か、 私 は あの 男 を 見て 笑った のです …… 

もし 王様が あの 男の 着物 をき て あの 男の 代りに あそこ 

に 立ったら さぞお かしい 事で 御座いませう」 と 申し あ 

げ ました。 

王様 は 今一度 妃の 笑顔 をみたい ものです から、 トム 

さん を 御前に 呼び出して 王様の りっぱな 着物 をき せて 

お嫁さんの 傍へ 座らせ、 ご 自分 は トムさん の 着て ゐた 

ポロの 服 を (六 字 欠) 城門の 外の 見物の 中に お立ちに 

なりました。 

しかし、 いつまで 立っても お嫁さん は 二 ッコリ とも 

笑 ひませんでした。 王様 は 今か今かと お嫁さんの 笑 ふ 



のお 金 を 全部 街の 人々 に 分けて やって しま ひました。 

そして 白鳥の お嫁さんと 仲 善く 王宮に 暮 しました。 何 

でも 王様の トムさん は 街の 人々 全部 を 御殿に 招待して 

一人 宛に 握手 をし 頰ぺた をな めた とい ふ 話です。 (大 

正^ 年 1 月^日〜 旭川 新聞) 



さかな 

焼かれた 魚 



と 魚 は、 この 家の 飼 猫の ミケ ちゃんに むかって、 言 

ひました。 

それ は 猫が さき 程から、 横 眼で しきりに、 焼かれた 

秋刀魚 を ながめて ばかり ゐま したから です。 

飼 猫の ミケ ちゃん は、 

『実は あまり、 秋刀魚 さんが 美味し さうな もの だから 

です よ。』 

と 猫 は ごろごろ 咽喉 を 鳴らしながら、 秋刀魚の 傍に 

歩る いて 来て、 しきりに 鼻をぴ く- (^させました。 

魚 はいろ いろ 身上 話 をして、 自分 を 海まで 連れてい 

つて 貰 ふわけ に はいくまい かと、 飼 猫に むかって 相談 



をいた しました、 猫 はしば らく 考 へて ゐ ましたが 

『それ ぢゃ、 私が 海まで 連れていつ てあげ ませう、 そ 

のか はり 何 かお 礼 をいた、 V かなけれ ばね。』 

と 言 ひました、 そこで 秋刀魚 は、 報酬と して 猫に 一 

番 美味しい 頰の肉 を やる こと を 約束して、 海まで 連れ 

ていつ て 貰 ふこと にしました。 

焼かれた 魚 は、 海へ 帰れる と 思 ふと、 涙ので る ほど 

嬉しく 思 ひました。 

そこで 猫 は 焼いた 魚 を 口に 啣 へて、 奥様 や 女中さん 

の 知らない まに、 そっと 裏口から 脱け だしました、 そ 

して どんどんと 龃け 出しました、 ちゃう ど 街 端れ の 橋 



どで 動く たびに 水の 塩が、 ぴりぴりと 激しく 体に しみ 

て 苦しみました。 

その上 すこしも 眼が 見えません ので、 どこと いふ あ 

てもなく さまよ ひ 歩る きました。 

それから 幾日 かたって、 魚 は 岸に うちあげられ まし 

た、 そして 白い 砂が からだの 上に、 重たく 沢山し だい 

にか さなり、 やがて 魚の 骨 は 砂の 中に 埋もれて しま ひ 

ました。 

さいし よは 魚 は 頭上 に 波の 響き を 聴く ことができ ま 

したが、 砂 はだん だんと 重なり、 やがて そのな つかし 

い 波の音 も、 聴く ことができ なくなりました。 (大^. 



8 愛国 婦人) 



青い 小父さんと 魚 



あた、 かい 南の 国の、 きれいに 水が 澄んだ 沼の、 静 

かな 岩 かげの 深みに、 黄色い 上着に 黒い 棒縞の チヨ ッ 

キを 着た、 小さな 魚の 一 族が 暮らして ゐ ました。 

なかで いちばん 赤い ズボン を はいたの が 父親で、 母 



ました。 

こんじき 

そして この 金色の さ > 波 にくる まって、 それ は 上手 

に 踊る のでした。 すると 夕暮れの 風 は、 急に はしゃぎ 

まはリ 

出します し、 沼の 周囲の 草木 もさかん に 拍手 をいた し 

ま ^9 

この 姉 娘の 一家 は むろんの こと、 沼 中の 魚が みな、 

水底で 夕飯が すむ と、 水面に うかんで きて この 娘さん 

の、 上手な ダンス を ながめる のでした。 

姉 娘 は、 きれいな 金色の 波に くるまって、 すいく 

と 水面に、 できるだけ たかく 跳び あがりました。 親 達 

はまた たい へん 姉 娘の 踊り 上手 を じまんに して 居り ま 



した。 

いちばん 末の 妹娘の 魚 は 内気な 性分で したから、 あ 

まり ダンスな ど を 好みませんでした。 それでた つた ひ 

とり ぼつち に、 水の つめたい ゆるやかな 水底の 砂地に 

坐って、 水草で 赤と 青の ショ ー ルを あんだり、 細かな 

七色の 石 を あつめて 首飾り をつ くったり、 ときどき 誰 

もゐ ない 水面に うかんで、 小さな 声で 歌 を 唄ったり し 

て 遊ぶ ことが 好きでした。 

或る日 妹娘が、 いつもの やうに、 水面に 小さな 可愛 

らしい 口 を、 ぼっかり と 出して 独唱 を やって 居ります 

と、 ふいに 沼 岸の 草 g にがさ/ \ と 音が しました。 



それ は 妹娘の いま、 で 一 度 も 見た ことのな いやうな、 

奇妙な かたちの ものでした。 

きもの 

青い きら/ \ と 光った 服 をき て、 絶えず からだ を 

ゆすぶりながら 歩る きます。 その 不思議な もの は 沼 岸 

のと ころまで やって きて、 びんと 頭 を あげな がらな 

れ くしく、 

うす も ゝ. ；， ろ 

『淡 桃色の リボン をつ けたお 嬢さん よ、 なんとい ふ、 

美しい 声 をお もちで せう。 水の 中に すんで ゐる鶯 の や 

うだ。』 

かう 魚に 言葉 を かけました。 

魚 は あまり 不思議な 姿 をして ゐる ものです から、 



の はなし、 その他 さま \,、 \ の おもしろ いこと を、 青 

い 小父さん は、 なして くださいました。 

魚 はちよ つと 散歩 をして 見たい やうな 気持に なり ま 

した。 

青い 小父さん は、 最後に 魚に 散歩 をして 見よう。 案 

内 は 私が して あげ ませう と、 盛んにす、 めました。 

青い 小父さん は、 自分が 水の 魚で あると いふ こと を 

証明す るた めに、 水の 中には ひって さかんに 泳ぎ 廻リ 

ました、 その また 泳ぎ 方が 非常に 上手で、 どんなに 姉 

さんが 巧みに 踊りながら 泳いでも、 とても この 青い 小 

父さんの 足 もとに も 追つ かない ほど、 しなやかな 体 を 



…：- 』 

父親の 魚 はしき りに 頭 を 傾けて 考 へました。 姉 娘 は 

たいへん はしゃいで、 明日 は 沼の 岸に 行って、 是非 こ 

の 美しい 青い 小父さんに 逢って、 お 友達に なって い 

た、 V かなければ ならない、 ことに ダンスが 上手 だとい 

ふの なら、 わたしと 青い 小父さんと、 どちらが 上手 か 

踊り くらべ て 見なければ ならない と 言 ひました。 妹 は 

姉に むかって、 その 青い 魚 はきつ と 悪魔 か、 魔法 使に 

ちが ひない からと しきりにと めました が、 姉 娘 はき、 

ませんで した。 

その 翌日、 姉 娘の 魚 は 沼の 岸に 行って、 さかんに 踊 



リ ながら、 青い 小父さんの 来る の を まって 居りました _ 

うす もゝ いろ 

『淡 桃色の リボン をつ けたお 嬢さん よ、 なんとい ふ 踊 

りの 巧みな ことで せう。 水の 中に すんで ゐる、 蝶々 の 

やう だ。』 

かう 言って 沼 岸の しげみから 出て きました の は、 妹 

のい つた 青い 小父さんでした。 

姉 娘の 魚 は、 すっかり この 青い 小父さんと 仲 善しに 

なって しま ひました。 姉 娘 はじつ と 青い 小父さんの ダ 

ンスを 見て 居りました。 

なんとい ふしな やかな 体で せう。 

青い 小父さん は、 つまさきで 立って、 空に むかって 



棒の やうな 体に したり、 からだ をく る/ \と 石ころの 

やうに 小さく して 〔# 底本 は 「小さくて」〕 しまったり 

沼 岸の 柳の 枝にから だを卷 つけたり、 それ はさま ざま 

な 舞踊 やら 曲芸 やら を やりました。 

しま ひに は 姉 娘の 魚と 手 をと りあって、 水の 上で ダ 

ンスを やりました。 

うろこ 

青い 小父さんの 鱗 は、 それ はこ まかで、 お 日 さまの 

光 をう けて きら/^ と 青く 輝きました。 それから、 か 

なリ 暫く 青い 小父さんと 魚と は、 きちが ひの 様になつ 

て、 水の 上で ダンス を やって ゐ ました。 



沼の 水底の 家に 帰って 行きました。 しかし 妹娘の 魚 だ 

け は、 なに かしら 悲しい 気持が こみあげて きました の 

で、 さめ \,、 \ と 沼 岸に いつまでも 泣いて 居りました。 

いまでも 姉 娘の 魚 は 青草の 上に ねむ つ てゐ ると いふ 

ことです。 そして 青い 小父さんが、 なんとい ふ 名前の 

魚で あるか、 黄色い 魚の 一 家 はいまで も 不思議に 思つ 

てゐ ると いふ ことです。 (大^: • 1 愛国 婦人) 



お嫁さんの 自画像 

トムさん のこと を 村の 人達 は、 馬鹿な 詩人と、 言つ 

て をり ました。 

トムさん は、 無口で、 大力で、 正直で、 それにたい 

へん 働きました、 た y ひとつ 困った ことに は、 畠に 出 

て 仕事の 最中に、 いろいろな こと を 空想し、 それから 

それと 空想し、 しま ひに は、 まとま リ がっか なくなつ 

て、 ベたり と 地べたに 坐り込んで、 頭 を 抱へ たき リ動 

きません。 村の 人達 は、 これ を 見て 『ああ また 馬鹿な 



つ そく その 芋の 王様 を 探し だせと、 数百 万の 兵隊 を 繰 

リ 出す、 しかし 其の 頃 は 地の 底 は、 芋の 根 だらけで、 

まさか この トムさん の 畠に、 芋の 親 根が あると は 気づ 

ゝ *k 、 o 

力る レ 

世界の 王様が 困り はてて ゐる ところに、 トムさん は 

『私 は 芋の 王様です。』 と 名乗 リを あげる。 そこで 世界 

ひまし 

の 王様 は、 『これ はく 芋の 王様、 かう 日 増に 芋の 葉が 

い き 

繁 つてい つて は、 しま ひに は、 私達の 呼吸が つまって 

しま ひます、 いっこく も 早く、 世界中の 芋の 葉 を、 枯 

うち 

らして いただきたい。』 と 頼み こむ、 そこで 私 は 家へ 帰 

つて、 畠の 親 芋 を 掘り だしてし まふ、 すると 世界中の 



中 焚火ば かりして ゐ るから、 あの 雪の やうに 白い、 白 

鳥の お嫁さんの お 衣装が 、 汚な く 煤け て は 可哀さ うだ 

な。』 こんな こと を考へ て 居ります と 一 羽の 鳥 〔# 底本 

の 「烏」 を 変更〕 が 『トムさん の 馬鹿。』 と 吐 鳴って、 

トムさん のつ い 鼻先へ 石ころ を、 落した ので 吃驚して、 

思 ひ 出した やうに、 また ひと 鍬 土 を 耕しました。 

トムさん は 今度 は、 森 蔭の 白い 王城 を ながめました。 

『私 は 一生のう ちに、 たった 一日で 良い から、 あの 王 

城に 暮らす 身分に なって 見たい もの だ、 純金の 王冠 を 

かむ リ 黄金 づ くりの 太刀 を 佩き、 白い 毛の 馬に 跨り、 

何千 人 もの 兵士 を 指揮して 見たい もの だな、 しかし 私 



の 赤い 帽子 を かむ つたり、 金の 鎧 を 着たり、 色々 な 盛 

装して 〔# 「色々 に 盛装して」 または 「色々 な 盛装 を 

して」 と 思われる〕 門の 中の 床几に、 腰 を かける ので 

す、 人民た ち は 門の 中には 入る ことが、 出来ません が、 

城門の 傍まで 立ちよ つ て 中 を 見る ことが 出来る のでし 

た、 そして 午後の 五 時になる と、 重い 鉄の 扉が ガラガ 

ラ と閉ぢ てし まふので す。 

果して トムさん の お嫁さんの 言った やうに、 城門 開 

きの、 おふれが 人民に 伝 はりました。 愈々 当日に なり 

ますと トムさん は、 乞食の やうな、 汚ない ボ 口/ \の 

服 を 着て、 顔に は 泥 を 塗って 杖 をつ き、 腰 を かがめて、 



ました。 しかしお 妃は笑 ひません。 

そのうちに 門 を 閉ぢる 時刻の、 午後 五 時が きて 城門 

は 閉ぢて 了 ひました。 

そこで 王様 はまん まと 城外に 追 ひ 出され、 馬鹿な 詩 

人の トムさん が、 王様と 早 変り をして しま ひました、 

城の 兵士た ち も、 王様の わがまま を 憎んで をり ました 

ので、 誰もみ な 喜んだ くら ゐ です。 

不思議な お嫁さん は、 いっか トムさん が 空 を 仰いで 

ながめた 白鳥のお 姫 さまでした。 (大 M . 4 愛国 婦人) 



それ は 遠くの 方から 茂 作 を ながめる と、 茂 作が けむ 

リに 包まれて ゐる やうに、 見える からでした。 

それほどに 茂 作 は、 煙草が 大好物で 朝から 晩まで、 

一 日中、 ぷ かり/ \ と 煙草 を 吸って をり ました。 

村の 人達が、 夜に なって、 それぞれ 元気に 艢 拍子 を 

あはせ て、 えっさ/^ と 沖の 方に 烏賊つ りに でかけ ま 

した。 

茂 作 は、 みなの 者が 夜釣りに でかける のに、 そのこ 

ろに は、 早くから 寝床の 中に もぐりこんで 家中 を、 も 

やの やうに、 煙草の 煙で とぢ こめて、 その 煙の なかに、 

茂 作は大 あぐら を 組んで、 煙草 を 吸 ふこと に 懸命で し 



ありませんでした。 

茂 作 は、 それほど 怠け者で、 あばれ 者で ありました。 

或る日、 茂 作 は 村の 人達が 漁に でかけて ゐ るのに、 

自分 は 家の 中で、 寝床から 半身 を 乗り出して、 いかに 

もな まけ 者ら しい 顔 をしながら おいし さう に 長いき せ 

るで のんきに 煙草 を 吸って をり ました。 

すると 不意に、 茂 作の 家の 屋根の あたりで それ 

くさめ 

は/ \ 大きな 声で、 つづけさ まに、 二つ 三つ 嚏 をす る 

ものが ありました。 

茂 作 は あまり だしぬけで ありました のでび つくりい 

たしました。 



茂 作 は 思 はず、 雲の上の 天女 をみ あげながら 叫び ま 

した。 

それ は その美し い 天女が ふさくと した 金の 毛の 三 

^柄 も ある やうな 長い 箒 を もって ゐ ましたので、 すぐ 

に 箒星のお 姫 さまと 思った ので ありました。 

茂 作の 思った やうに、 天女 は 箒星であった のです。 

箒星 は、 屋根の 上の 茂 作の 声に、 びっくりして 雲に 

のって、 たかく 空に のぼりながら、 

『わたし は、 煙草の 匂 ひが 嫌 ひです。』 

かう 言って、 雲の上で つづけさ まに 大きな 嚏 をいた 

しました。 



を か 

と 漁師 達 は、 釣竿 を 海に 投げす てて 陸に 逃げ かへ り 

ました。 

そのこと があって から、 漁師 達の 釣針に 喰 ひつく も 

ひとで 

の は、 この 星の 形 をした 赤い 気味の 悪い 海星ば かりと 

なって いっぴきの 烏賊 も 釣れ なくなりました ので、 村 

はみ るかげ もな くさびれ てし まひました。 (大 s . n 

愛国 婦人) 



親不孝な イソ クソキ 

けだもの 達 も、 鳥 達 も、 大昔 は、 たった 一人の 母親 

に、 養 はれて 居りました。 

母親 はたい へん 皆 を 優しく、 同じ やうに 可愛がって 

居りました。 

ある 日、 小川の 流れた 野原に、 たくさんの 鳥 達が 集 

つて、 さかんにお 化粧 を はじめました。 烏 は せっせと 

藁で、 自分の 体 を こすって、 黒く つや/ \ と 磨きます 

し、 山鳩 は 小川の 浅瀬で、 しきりに 体 を 洗って ゐ まし 

た。 



ら あがる もの や、 化粧道具 を片 づける もの や、 それ は 

たいへ な 騒ぎと なりました。 

なかで も ふだんから、 いちばん 親孝行な、 アマ ム . 

ェ チカ ッポ (雀の こと) は、 いま 小さな 壺を もって、 

口 を そめて ゐた 最中に、 この 知らせ を 聞いた ものです 

から、 

『わたしお 化粧 ど こぢやな いわ』 と 言って 墨の は ひつ 

た、 いれもの を ぼんと 後に 投リ ました。 

わき 

そしてた いへん 慌てながら、 傍に 化粧 をして ゐた、 

きつつき 

おめかし 屋の イソ クソキ (啄木鳥の こと) にむ かって、 

『さあ、 母さんの 病気です。 いそいで 参り ませう』 と 



言 ひました、 すると イソ クソキ は 

『お腹の 痛い くらいなら、 大丈夫よ、 わたしお 化粧が、 

いますこしで 終へ るんで す もの。』 

かう 言って 動かう と はしませんでした。 

アマ ム • ェチ カツ ポは、 イソ クソキ に はかま はずに、 

母親のと ころへ、 どの 鳥よりも まっさきに 馳 けつけ ま 

したが、 親不孝な イソ クソキ は、 どの 鳥よりも、 いち 

ばん 後れて 来ました。 

皆の 馳 けつけ た 頃に は、 母親の 腹痛 は、 だいぶよ く 

なって 居りました。 

母親 は アマ ム . ェチ カツ ポが、 誰よりも まづ 先に 飛 



ん できて 呉れた ので、 たいへん 喜びました。 

いまでも 雀の 嘴の あたりの 黒 いのは このと き 墨の 

、、れ もの 

容物 を 投げた、 墨が 垂れて つ いた もので、 羽に ぼつく 

と、 黒い 斑点の あるの は、 墨の 散って ついた の だとい 

ふこと です。 

母親 は アマ ム • ェ チカ ッポの 孝行に 感じて 

『お前 は、 一 生のう ち、 アマ ム (来 又は 粟) 〔# 底本の 

『米 又は 粟』 から 変更〕 を 喰べ て 暮らしなさい。』 と 言 

ひました。 

そして 親不孝の イソ クソキ に は 

『お前の 不孝 者に は 〔# 「お前の ような 不孝 者 は」 か？〕、 



一 生涯 腐った 木 を 突つ いて、 虫 をお 喰べ なさい。』 と 言 

ひました。 

きれい 

それからと 言 ふ もの は、 雀 は 清浄な 米 や 粟 を、 啄木 

鳥 は、 腐れた 木から 虫 を 探して 喰べ る やうに なり まし 

た。 

今でも 愛 奴 達 は、 余り 家の ちかくの 樹に、 イソ クソ 

キが 来て、 虫 を 探す こと を 喜びません、 そして 灰 を ま 

いて この 不浄な 鳥の ちかよつ たこと を、 清める 習慣が 

あります。 (大 M . 愛国 婦人) 



しても 征服 をして しま ふこと がで きな か つたから でし 

た。 

いっか 折が あったら、 この 親子の 人間 も、 自分の 家 

来に してやら うと 考へ て をり ました。 

或る日、 森の 中の 日 あたりの よいと ころで、 樵 夫の 

父親が、 二 抱へ も ある やうな、 大きな 杉の 樹を、 ごし 

り/^ とひいて をり ました。 

すると 其処へ 野牛が やって きました、 そしてい かに 

も 自慢 さう に、 ながながと 自分の 身の上 話 を はじめ ま 

した。 樵 夫 は、 たいへん 仕事の 邪魔に なって こまり ま 

したが、 のこぎり を 引く手 を 止めずに、 ごしり/ \ と 



昔々 あると ころに、 お爺さんと お婆さん とが 住んで ゐ 

たの だ。 お爺さんが あるとき 山へ 柴刈りに 行った、 ど 

つ さりと 柴を 刈って さて 山の てっぺんで、 お昼のお 弁 

のり まさ 

当 を ひらいた。 おばあさんの、 心づ くしの 海苔 巻の 握 

リ飯 を、 頰 ばらう とすると、 どうした はずみ か 握り飯 

を 手から 落した。 握り飯 は、 ころころと 転げた、 ころ 

ころころ/ \ ところげ た、 山の てっぺんから ふもと を 

さして、 いっさんに、 ころころ ころころ ころころ 

ころころ』 

『ころころ ころころ、 ころころ ころ』 

さあ その 『ころころ、』 の 長い ことが たいへんです、 



こ ほろ ぎ は、 それ は 美しい 調子 をつ けて、 いつまで 

も/ \、 『ころころ』 と 鳴き だした。 

『おい/ \ こ ほろ ぎ 奴、 まだ その 握飯が ころげて ゐる 

のかい』 

『まだまだ だ、 握飯 はい まやつ と、 丘 を 越えた ばかり 

だ、 お爺さん は、 一 生 懸命 その後 を 追 ひかけ てゐ る、 

き は ザ j ろ ザ j ろ， j ろ ザ j ろ， j ろ ザ j ろ ザ j ろ， j ろ』 

その 曰 は、 夜 をと ほして、 こ ほろ ぎ は、 ころころと 

あくるひ 

話し 続けました。 その 翌日 も、 その 翌日 も、 いつにな 

つたら その 話 を 止める か、 わかりませんでした。 

野牛 は、 とうとう 腹 をた てて しま ひました、 こ ほろ 



ひました。 

『モ— モ—、 おしゃべり をいた しません、 モ— モ ー』 

牛 は それから、 こんきょく 野原の 青草 を 口に いれて、 

ていねいに 嚙 みながら、 失く した 珠を 探しました。 (大 

^ • 2 愛国 婦人) 



お 月 さまと 馬賊 



ある 山奥の、 岩窟の 中に、 大勢の 馬賊が 住んで をり 

ました。 ある 日、 馬賊達 は、 山の ふもとの 町へ 押し か 

けて、 さんざん 荒し ま はった 揚句、 さまざまの 品物 を、 

ど つ さり 馬に 積んで 引 揚げて まゐ りました。 

馬賊達 は、 山 ii でさつ そく、 お 祝 ひの 酒盛り を夜更 

けまで 賑やかに やりました。 歌ったり 騒いだり して、 

馬賊達 はすつ かり 酔つ ばらって、 やがて 部屋の 中の、 

あっちに も、 こっちに も、 ごろり ごろり と、 魚の やう 

に 転 ろげ てね むりました。 馬賊の 大将 も、 たいへん 

い、 気持に なりました、 そして あまりお 酒 を 飲んだ の 



た 顔と を くらべ て考へ てみ ました。 

うまや 

それから 馬賊の 大将 は、 裏手の 廐の 中から 大将の 

愛馬 を ひきだし てきて、 それに またがりました。 その 

へんは 山の 上で も、 平らな 青い 草地に なって をり まし 

たので、 馬賊の 大将 は、 どこと いふ あても なしに、 馬 

にの つた まま、 ぶら り/ \ と 散歩 をし ました。 

『け ふ は、 お前の 勝手な ところに でかける よ。』 

大将 はかう いって、 馬の 長い 頸 を 優しく 平手で たた 

きました。 

馬 はいつ もなら ば、 荒々 しく 土煙 を あげて、 街 中 を 

狂気の やうに 馳け 廻らなければ なりません のです が、 



その 夜 は 主人のお ゆるしが でました ので、 気ままに、 

柔らかい 草の あると ころば かリを 選んで、 足に まかせ 

て 歩る き 廻りました。 

大将 は 草の 上に 夜露が たまって、 それが 青い お 月 さ 

まの 光に、 南京玉の やうに、 きらきらと てらされて ゐ 

る、 あたりの 景色に すっかり 感心 をして しまって、 ど 

ことい ふ あても なしに 歩る きま はり ましたが、 やがて 

飲んだ お 酒が だいぶ 利いて まゐリ ますと、 とろり とろ 

リと 馬の 上で、 ゐ ねむり を 始めました。 とうとう 馬賊 

の 大将 は、 鼻の 穴 か ら 大きな 提灯 をぶ ら さげて 馬の 頸 

にしが みついた まま、 すっかり 寝込んで しま ひました _ 



ましたので、 馬の 首 をく るりと 廻して 帰らう といたし 

ました、 そして 何 心なく 下 をみ ると、 そこ は 崖の 上に 

なって ゐて、 つい 眼した に 街の 灯が きらきらと 美しく 

見える ではありません か。 

すると 馬賊の 大将 は、 急に 荒々 しい 気持に 返って し 

まった のです。 

そして 大胆に も 自分 ひとりで、 この 街 を 襲って やら 

うと 考 へたので す、 馬の 手綱 をぐ い/ \ と 引きます と 

いままで 呑気に 草 を 喰べ て ゐた馬 も、 両眼 を 火の やう 

に、 かつと 輝 やかして 竿の やうに、 二三 度 棒立ちに な 

つてから、 一気に 夜更けの 寝静まった 街に むかって、 



がら 

はう も つ 

『さあ、 みんなお 金 も 宝物 も 出して しまへ。』 

と 叫び ましたが、 酒場の 中 はし— ん として 返事 をす 

る 者 もありません。 

ふと 棚の 上 をみ ますと、 そこに は、 青 や 赤 や 紫 や、 

さまざまの 色の 酒の 甕が づらリ とならんで、 ぷん/ \ 

とそれ はよ い 匂 ひ を 大将の 鼻の 穴に をく つ てきました 

ので、 大将 は 『これ はた まらん』 と、 この 大好物 を 窓 

際の ティ ブルの 上に、 もちだして、 ちび りちび リ 飲み 

ながら、 窓から お 月 さま を ながめて、 ひとやすみいた 

しました。 



そして 馬賊の 大将 は、 首を切られて しま ひました。 

一方 馬賊の 山塞で は、 いくら 待って ゐて も、 大将が 

山塞に 帰って きません ので、 家来 達 はたい へん 心配 を 

いたしました、 さっそく 四方八方へ 手 別け をして、 大 

ゆく ゑ 

将を さがし ましたが、 その 行衛 がわ かりませんでした。 

し を. 5 ば 

一 人の 大将の 家来が、 或る 街の 処刑 場の 獄門の 下 を 

とめ 

通りかかる とおい くと 家来 を 呼び 止る ものが ありま 

した。 ふと 獄門の 上 を 見 あげます と、 獄門の 横木の 上 

ゆく ゑ 

に、 行衛 不明の 馬賊の 大将の 首が のって ゐ るで はあり 

ません か。 

『おや、 これ は 大将、 なんとい ふ 高い ところに、 家来 



共 は 夜の 眼 も 寝ずに、 あなた さまの 行衛を 探して を 〔# 

底本の 「お」 を 「を」 に 変更〕 りました のに。』 かう 言 

つて 獄門の 首 を、 家来 は 見 あげました、 すると 大将の 

首 は、 たいへん 不機嫌な 顔 をしながら 『つくづくと、 

しゃ-つば い 

わし は 馬賊の 職業が いやにな つた。 山塞に 帰って、 

みなの 者に 言って くれ、 大将 は、 たいへん たっしゃで、 

毎日 陽気に 月見 をして ゐ るから、 心配 をし ないで くれ。 

たまに は 人間ら しい 風流な 気持に なって、 この 大将 を 

見なら つて、 酒で ものんで 月で も ながめる 気 はない か 

とね。』 

大将 は、 獄門のう へで、 二日酔の まつ 赤な 顔 をし な 



じ ぎ 

かう いって、 ぺ こりと 家来の 首 はお 低頭 をいた しま 

した。 

大将の 首 も、 喜んで、 そこで 二人が 合唱 を やり まし 

た。 

すると また その 翌日 新ら しい 馬賊の 首が 一 つ 獄門の 

横木に ならびました、 そして、 それから 十日と 経た な 

いうちに、 山塞の 馬賊の 首が づらリ 〔# 底本 「ずらり」 

を 修正〕 とならんで しまった のです。 

それ は 人 を 殺したり、 お金 を 盗ったり する 悪い 心が、 

みなお 月さん を ながめる やうな、 風流 や 優しい 心に な 

つたから です。 そして 一 人 一 人山 奥から 街の 酒場に や 



つてき て は、 お 酒 をのんで 兵隊に 首を切られ たからで 

した。 

そこで 大将の 首 は、 家来の 首の づらり 〔# 底本 「ず 

らり」 を 修正〕 とならんだ、 まんなかで、 長い 頤髯を 

ぴんぴんと 動かして 拍子 をと つて、 にぎやかに 合唱 を 

はじめました。 

どれ もどれ も、 いずれ 劣らぬ お 酒に 酔った、 まつ 赤 

な 顔 をして、 大きな 声 を 張り あげて、 浮かれて 歌 をう 

た ふ ものです から、 その 賑やかな ことと 言ったら たい 

へんでした。 

街の 人達 は、 夜 ど ほし 馬 賊の首 達が 合唱 をいた しま 



すので、 やかましく 眠る ことができません ので、 兵隊 

に、 あの 沢山の 首 をなん とか、 始末 をして くれな けれ 

ば 困ります と 申し出ました。 

そこで 兵隊 は、 あまりた くさん 獄門に 首が ならんで、 

後から 切った 罪人の 首の、 のせ 場 も なくなつ たもので 

し を. S ば 

すから、 処刑 場の 広場の まん 中に、 大きな 穴 を 掘って、 

その 中に 首 を投リ こんで、 上から どつ さり 土 を かけて 

しま ひました。 

えん 

それから のち、 馬 賊の首 達 は、 月見の 宴 を やる こと 

もで き なくなり、 酒の 酔 も だんだんと さめて きたので、 

たいへん さびしかった とい ふこと です。 (大^. 6 愛 



国 婦人) 



三人の 騎士 



三人の 若い 騎士が、 揃って 旅 をいた しました。 筋肉 

のた くまし い、 見る からに 元気な 騎士 は 黒い 甲胄 を 着 

て をり ました。 背の ひよ ろ/ \ と 高い 騎士 は 白い 甲胄 



を、 いちばん 痩せこけて 小さい 騎士 は 青い 甲胄 を 着て 

をり ました。 

この 三人の 騎士 は、 目的地で ある 王城の ある 街へ、 

せっせと 旅 をつ y けて をり ましたが、 三人の 住んで ゐ 

みちのり 

た 街から、 王城まで は、 かなりの 里程が ありまし たし、 

それに 広々 とした 野 を 横切らなければ なりません でし 

た。 

騎士 達の 住んで ゐた 街の、 いたるところの 街角に 奇 

妙な 木の 札が 建てられ たの は、 ついこの 間の ことで あ 

りました。 

それ はこの 国で いちばん 勇ましい 騎士に 王様が、 た 



たて じ 

つた 一人より ない 可愛い 王女 を くれる とい ふ、 立 字が 

書き 綴られて あつたの です。 

もとく この 国の 王様に は、 王子の ない こと を 臣民 

は 知って をり ました。 

それで 若い 騎士 達 は、 争って 王城 を さして 押し かけ 

ました。 美しい 王女 さま を 貰った 上に、 この 国の 王様 

の 世 継と なって、 やがて はおび た y しい 土地と、 人民 

を 統御す る こと を 想って は、 若い 騎士 達 はじつ として 

ゐる ことができませんでした。 

そして ぞくく と 押し かけた 騎士 達 は、 王宮の 前庭 

にたく さん 集りました。 



た y 騎士 達 は、 この 多数の 自分 達の 仲間から、 たつ 

た 一 人の 幸福な 候補者 を 王様 は どんな 方法で、 お選び 

になる かとい ふこと が、 だれに も わかりませんでした。 

王様の 御前で、 勇ましい 真剣勝負 をす るの か、 また 

うで くら 

は 闘牛の 技 競べ をす るの やら、 馬術 をお めに かける の 

やら、 さっぱり わかりませんでした。 

この 三人の 騎士 達 も、 この 思 ひも かけない 幸福に め 

ぐり 合 ふとして 旅 を つ > けて ゐる 若者で ありました。 

三人の 騎士 達が、 野原の まん 中まで やって きたと き 

に、 とつぷり と 日が 暮れて しま ひました。 

黒い 騎士 は、 こんなに 日が 暮れて は路 がわから ない 



ひやう と 射 放しました。 しかし 不思議な 物音 は それき 

りきこえ ませんで した。 

二人の 騎士 はます/ \ 怖 気がついて、 果て は 一歩 も 

あるく ことができ なくなりました。 

ところが、 ちゃう ど 幸 ひなこと に は、 はるか 遠くに 

人家の あかりが ひとつ 見えました ので、 三人 はたい へ 

ん元 気づいて 馬 をす ゝ めました。 

二 

広い 野原の まんなかに 建った、 大きな お 寺の、 高い 

窓から、 光が もれて くるので ありまし たが、 そのお 寺 



は 久しい 間 人が 住んで ゐ なかった と 見え、 壁 は 崩れ か 

けて、 いかにも 古めかしい 建物で ありました。 

たどりついた 三人の 騎士 は、 とんとんと 朽ち かけた 

扉 をた、 きました が、 なか、 らは 何の 返事 も ありませ 

ん でした。 

短気な 黒い 騎士 は、 力 いっぱい 扉 を ひきまし たが、 

扉 はなん の 戸締り もなかつ たので、 それ は 苦 もな くや 

す/^ とひら かれました。 

そこ は 天井の 高い 第一 の 部屋に なって をり ましたが、 

まぐ さ をけ 

そこの 土間に は、 三つの 秣 桶と 三つの 水 桶と、 三つの 

毛 ブラシと、 がちゃんと 置かれて ありました。 



ちゃう ど、 三人の 騎手 〔# 「手」 に 「ママ」 の 注〕 

の 乗った 三 頭の 馬が やってくる ために、 用意 をして あ 

るかの やうで ありました。 

黒い 騎士 はたい へん 喜んで、 さっそく 乗って きた 馬 

に、 水 桶の 水 を やり、 秣を ゃリ、 ブラシで 毛な み をき 

れいに 撫で、 やり ましたが、 他の 二人の 騎士 達 は、 あ 

まりの うす 気味 の 悪る さに、 た、 V 呆然と 突立 つて をり 

ました。 

それよりも 不思議な ことに は、 次の 第二の 部屋に は、 

一 人の 女が きちんと 膝 を 組んで 坐って をり ました。 

顔色 は 凄み を 帯びた ほどに 白く、 髪 を 長く 後に 垂れ、 



青い 上着 をき たこの 女 は、 人形の やうに、 啞の やうに、 

坐って をり ました。 

『旅の 三人の 騎士です 一 夜のお 宿 をお ねが ひしたい。』 

かう 黒い 騎士 は、 女に むかって 言 ひました が、 女 は 

冷めたい 大理石の やうに 坐った ま、、 一言の 返事 もい 

たしませんでした。 青い 騎士と 白い 騎士 は、 がた く 

と 震へ だしました。 

つ y いて また 不思議な 事 を 発見され ました、 それ は 

次の 第三の 部屋に は、 大きな 丸 ティ ブルが 据 ゑら れて、 



その上に は 三人 前の 料理と、 三本の 葡萄酒 とがのって 

あり、 それに 三脚の 腰掛の 用意まで、 ちゃんとして あ 

るではありません か、 大胆な 黒い 騎士 は、 

『なんとい ふ 気の利いた ホテル だら う。』 

などと 平気で 無駄口 をき、 ながら、 たらふく 料理 を 

喰べ ましたが、 臆病な 他の 騎士 は 喰 物が 咽喉に は ひる 

どころ ではありません、 ます/ \ 震 へる ばかりで あり 

ました。 

次に また 不思議な ことに は、 第 四の 部屋に は、 三人 

分の 寝台が 用意され て ある ことでした。 

黒い 騎士 は 平気で、 この 寝台の ふつ くらと した 羽 布 



果して 真夜中 頃 遠く か ら 足音が してやが て、 その 足 

音 は、 騎士の 室に 忍び こみました。 

騎士 は 寝 息を殺して、 じっと 様子 をう か、 V つて をり 

ますと、 前夜の やうに 

『もしく、 太陽の 申し 児の やうな、 たくましい 旅の 

若者。 わたしが、 一生のお 願 ひが ございます。』 

と 女が 小声で 言 ひました。 

騎士 は、 やに はに、 がば と 飛び起きて、 しっかりと 

女の 袖 を、 捕へ ました。 しかし 女 は 少しも 逃げようと 

はせ ず、 窓 か ら 戸外 を ながめな が ら 遠く を 指さ します、 

そして いかにも 案内 をす る やうに、 自分が 先にた つて 



ゐリ ました。 

女 はこれ を ながめて、 にや/ \ と 笑 ひました。 

五 

女 は 不意に、 赤 児の 腕 を ぼき リと 折った と 思 ふ 間に、 

むしゃく と 喰べ 始めました。 

さすがの 黒い 騎士 も、 か ら だ に 水 を 浴び たやう に、 

恐ろしく 思 ひました。 

しかし こ、 で 弱味 を 見せて はならない と 心に 思 ひま 

したので、 女が 次の 腕 を もぎと つて 喰べ だした とき、 

だま つて 手 を 差し だしました。 



そして 騎士 は、 まつ 暗な 墓場の なかで、 赤 児の 死骸 

をべ ろり と 平らげて しま ひました。 

そのと き 何処から ともなく、 法螺貝の 音が 聞え まし 

た、 つ、 V いて 人馬の ひ V きが 起り ました。 騎士 は 暗が 

りの 中から あら はれた、 たくさんの 手の ために、 其 場 

に 押し倒され、 頭からす つぼ リと 袋の やうな もの を か 

ぶされ てし まひました。 

そして 騎士 は、 馬の 背に のせられて、 どこと も 知ら 

ず 運んで ゆかれました。 

氺 

なんとい ふ 明るさで せう、 騎士が 馬から、 おろされ 



たと ころ は、 まっくらな 墓場と は、 似ても 似つ かない、 

はなちよ うちん 

昼の やうに あかるく 七色の 花 提灯 をつ るされ た、 大 

理 石の 宮殿の 中で ありました。 

黒い 騎士が 旅の 目的地であった、 王城の 中に 立って 

ゐ たのでした。 

やがて 正面の 扉が ひらかれて、 白い 長い 髯を 垂れた 

王 さまが、 にこ/ \ と 笑 ひながら 出て まゐ りました。 

それよりも 驚ろ いた ことに は、 野原の 中の 古ぼけた 

寺院の 怪しい 女が、 見ち がへ る ほどに 美しい 服装 をし 

て、 これ もに こくしながら 現れました。 

『旅の 騎士、 太陽の 申し 児の やうな 勇ましい 若者。 あ 



では あの まつ 暗な 墓地で 喰べ た 赤 児 はどうし たので 

せう。 

みなさん、 その 赤 児と いふの はほんと に 馬鹿らしい 

程、 お 可 笑な ものです。 それ はお 砂糖で こしら へた、 

赤 児のお 人形さん であった のです。 

黒い 騎士 は その 日、 りっぱな 式が あって めでたく 王 

子の 位に ついた のでした。 (大^. 9 愛国 婦人) 



或る 手品師の 

1 一一 In 

老人の 手品師が、 河 幅の広い 流れの ある 街に、 いり 

こんで 来たの は、 四 五日 程 前でした。 

手品師 は、 連れ もな くた つた 一人で 手品 を やり まし 

た。 

—— はい、 はい、 坊ちゃん。 嬢ち やん。 唯今 この 爺 

いが、 眼球 を 抜きと つて 御覧に いれます。 

手品師 は、 両手で 右の 眼 を 押へ て、 痛い 痛い、 と 言 

つ て 泣きました。 

それから 手品師 は、 はっと 気合 を かけて、 眼から 手 



かう 言って、 その ラムネの 玉 やら、 赤い 手拭 やら、 

鬚の 長い 綿で つくった 人形 やら、 剣 やら、 様々 の 手品 

の 種の はいった、 大きな ヅック の 袋 を、 やっこら さと 

背中に 担いで、 さっさと 次の 街角に 行って 了 ひました _ 

手品師 は、 街角から、 街角に、 歩る き 廻って 手品 を 

まち はづ 

やり、 夕方 疲れて 宿に 帰る ときには、 この 街の 街 端れ 

を 流れる 河岸に、 かならずやって 来ました。 そして こ 

の 河岸の 草の 上に、 足 を 伸ばして、 一 日の 疲れ を 河 風 

に 吹れ ました。 

手品師の 宿と いふの は、 それ は 汚なら しい 小さな 家 

で、 小さな 室に、 六 人 も 七 人 ものお 客さん があって、 



をして むつく り 起き あがりました。 

そのと き 河の 上流から、 それ は 細長い 格好の よい、 

青い 青い ペンキ 塗りの 船が 一艘、 静かに くだって 来 ま 

した。 

—— お— い、 青い 船 待って くれ、 わし も 乗せて 行つ 

て くれ、 や— い。 

と 呼びと めました。 

手品師 は、 急に この 街が 嫌に なった のです、 それで、 

この 青い 船に のつ て 河 下の 街に 行って 見た くな つたの 

でした。 

青い 船の^ 頭 は、 河岸に 船 をよ せて くれました ので、 



手品師 は 船に 乗りました。 船に は 一 人のお 客さん もな 

く、 がらんと して ゐ ました。 

力ん ばん 

—— 船頭さん、 わし はこの 日 あたりの よい、 甲板に 

居る Y ,1 とに する よ。 

かう 手品師が 言 ふと 船頭 は 

—— お客さん、 其処に 坐って ゐては 駄目 だよ。 いま 

に お客さんで 満員に な るんだ から。 

はしご 

とかう 言 ふので 手品師 は、 鉄の 梯子 を、 とんとんと 

船底に 下りて 行き ましたが、 船底に も、 一 人のお 客 も 

ありませんでした。 

氺 



下流に ヒ つて 行った こと を 知って ゐ ます。 

手品師 は、 見物人の 前で しばらく 思案 をいた しまし 

た。 

てぎ は 

—— さあ、 手品師、 手際の 鮮やかな ところ を 見せて 

おくれよ。 

たやす 

—— へい、 そんな 事 は 容易い ことで、 わたし は、 子 

とし 

供の 時から この 歳まで 三十 年間 も、 手品師で 飯 を 喰つ 

てま ゐ りました。 

_ それで は 七面鳥に 化て ごらん。 

たやす 

—— へい、 そんな 事 は 容易い ことで。 

—— 手品師、 蟇に 化けて ごらん。 



—— へい、 そんな こと は、 尚更 楽な ことで。 

. それで は、 烏に なって ごらん。 

—— へい、 なほ 楽な ことです よ。 

手品師 は、 手品の 種 を 無くして、 途方に くれながら 

も、 かう 言 ひながら しきりに 思案 をいた しました。 

—— 手品師、 お前 は 手品の 種 を、 なくし たんだら う 

かう 見物人の 一 人が 言 ひました ので 手品師 は 

—— いかにも、 みなさん、 わたし は 手品の 種 を 失 ひ 

ましたが、 種な しで も 上手に やっての け ませう。 

と 言 ひました。 

青い 街の 人々 は、 一 度に 声 を 合せて 笑 ひました。 



手品師 は、 眠った やうな 穏やかな 顔 をして 死んで ゐ 

ました、 手品の 種の は ひった 袋 を 枕に して、 その 袋 か 

らは、 綿 細工の 鬚の 長い 人形が、 お道化た 顔 を はみだ 

して、 子供た ちの 顔 を 見て ゐる やうでした。 (大^-ほ 

愛国 婦人) 



め をとう し 

或る 夫婦 牛の 話 



だな。 

死ぬ とい ふこと は、 どうなる， ，- とで， i ざ いませ 

、つ。 

—— どうも わからな いな、 実はな、 わ しもよく、 そ 

の 死ぬ とい ふこと がわから ない が、 まだ いっぺん も 死 

んで 見た 事がない ん でな。 

飼主 も、 かう 言って、 小 舎の 横木に 頰杖 をして 思案 

をし ました。 

—— まあ、 たと へばお 前 達 を、 その 屠殺場と いふ、 

まち はづ 

街 端れ の 黒い 建物の 中に ひっぱり 込んで、 額 を 金槌で 

ぼかり と 殴りつ ける の だ、 すると 額から は、 血と いふ 



次 は 爺さん 牛の、 ひっくり返る 番 がま ゐ りました が、 

爺さん 牛 は、 なに か 知ら 体中が 急 に 寒気が してきて、 

ひっくり返る ことが た い へ ん 嫌な ことに 思 ひました か 

ら、 どんどんと 逃げ だしました。 

_ —— や あ、 牛が 逃げ だした。 

飼主が、 大変 驚ろ いて、 叫びながら 後 を 追 ひかけ て 

きました が、 爺さん 牛 は 腹 をた てて 

—— お前さん は、 わしの 婆さん 牛の 手足 を、 材木 を 

片 づける やうに して、 何処へ 隠して しまった かい。 

と 爺さん 牛 は、 飼主の 背中 を、 ひとつ 蹴 飛し ました、 

すると 飼主 は、 『ぎ や あ』 と 蛙の 鳴く やうな 声 を だして、 



其の 場に ひっくり返って しま ひました。 飼主 は ！i: 時 ま 

でた つても、 起き あがらう とせず、 ぴくりと も 身動き 

を しないので、 爺さん 牛 は、 これ を 見て、 急に お 可 笑 

くな つたので、 腹 を 抱へ て 笑 ひ 出しました。 

—— な あ、 婆さん や、 お前 はわし の 右足の 不自由な 

こと を、 百 も 承知の くせに、 わしの 身の ま はりの 世話 

もして くれずに、 どこ を 飛び 廻って ゐた のかい、 この 

浮気 婆 奴が。 

—— な あ、 何処まで、 お前 は 出掛けた のさ、 赤い 綺 

麗な 上着 も、 どこかに 忘れて きて 



と 叫んで 爺さん 牛の 方に、 走って きました、 中には 

鉄砲 を もった 人 も 居りました。 

牛 はさん ざん 暴れ 廻って、 逃げようと しました が、 

とうとう 捕まって、 この 爺さん 牛 も、 婆さん 牛と 同じ 

やうに、 黒い 屠殺場の 建物の 中で、 額 を 力ま かせに 金 

槌 で殴リ つけられて、 ひつく リ 返されて しま ひました。 

氺 

I 婆さん や、 おや、 婆さん や、 お前 はこん な処に 

居た のかい、 わし は どれ 程お 前 を、 うらんで ゐ たかし 

れな いよ。 

—— まあ、 まあ、 爺さん、 わし もどれ ほど 逢 ひた か 



—— では、 また わし 達 は、 別れなければ ならない の 

/T ヽ O 

力 レ 

—— さう だよ、 ひっくり返 るの だよ、 婆さん また 何 

処 かで、 逢へ る だら うから、 さう めそめそ 泣き だす も 

んぢ やない よ。 

一陣の 寒い、 冷たい 風が、 太鼓の 破れ を 吹きす ぎ ま 

した。 (昭 2 . 3 愛国 婦人) 



ミケも 驚ろ いて、 ニヤ— ンと 鳴いて くるりと 小さく 

座って、 爪 を みんな 隠して しま ひました とさ。 (昭 3 - 

U 愛国 婦人) 



豚と 青大将 

田舎で 豚 飼 をして ゐた 男が、 その 豚 飼に 失敗して、 

问か 仕事 を 見つけようと、 都会に やって 参りました。 



酒 ゆの 娘さん は、 不機嫌な 顔 をいた しました。 そして 

『お 酒 を やめなければ、 あなた は 偉い人 間に はなれ ま 

せんよ。』 

とい ふので した。 

さて その 男の、 馬鹿げた 話と いふの は、 かうな ので 

氺 

男 は、 北海道の、 それ は それ は 広い、 草ば つかりの 

丘の 上で 豚 飼 を はじめた のでした。 

ュこ <J t;- こ 

まず 最初、 三 頭の りっぱな 種 豚 を 買 ひこみ ました。 

もとで 

この 三 頭の 親 豚 を 資本に して、 四 五 年のう ちに、 五六 



う 生き返りませんでした。 

そこで 仕方なく、 その 死んだ 豚 は、 通りかかった 農 

夫に やって しま ひ、 生き残った 二 頭の 豚 を 追 ひながら、 

夕方ち かくに なって、 新ら しく 建てられて ゐる 豚小屋 

に 着きました。 

翌日の ことです。 

一頭の 豚 は、 男が 親切に、 とり 替 へて やった 〔# 底 

本の 「ご を 削除〕 寝藁 を 蹴飛ばし、 水 桶 を ひっくり返 

して、 小屋 中 水 だらけに して 広い 除虫菊 畑に とびだし 

ました。 

その 日 は、 お天気が よかった ので、 豚 は 小屋の 中に、 



とでした。 

もく さく 

そこで 男 は、 豚 を 木 柵に しっかりと しばりつけて を 

いて、 肉 切 庖丁 を、 一生懸命に 磨ぎ 始めました。 

あまり 腹 を 立てた ので、 手元が ふるへ て、 庖丁 を 磨 

いで ゐる 最中、 小指 を ちょっと ばかり 切りました。 

ぐ る 

『豚 奴が、 刃物とまで 共謀に なって、 わし を 苦しめよ 

うとして ゐ るの だら う』 

と、 そこで ますます 腹 をた てました。 

やがて 庖丁が ギラ /\ と 研ぎ 上る と、 種 豚 を 押へ つ 

てのひら 

け、 お尻の 肥えた ところ を、 掌 ほどの 大きさ だけ、 

庖丁で きりとって、 その あとに 土 を 塗つ てをきました _ 



屋の 方が 騒がしく なって、 元気の よい、 

『 一 匹 産れ た ピ—』 

とい ふ 豚の 子の 口笛が する の を 聞きつ けました。 つ 

づ いて 

『二 匹 産れ た ピ—』 

とい ふ、 空に も ひびく やうな 朗らかな 声が きこえ ま 

した。 男 は 『それ 豚の 子が 産れ た。』 と 飛び あがって 喜 

く は 

び、 手に もって ゐた 鍬を投 りなげ てかけつ けました。 

二 匹の 可愛らしい 子豚 は、 口 を 尖らし、 口笛 を ふき 

おや .. こ 

手足 をのば したり、 跳ねて みたり して、 母 豚の 体の ま 

はリを 走って ゐ ました。 



『六 匹 産れ たピ ー』 

と、 口笛 を ふいて、 お母さん 豚のお 腹から、 ぴ よこ、 

ぴ よこ 飛び出し、 四方八方へ 龃 けだしました。 母 豚が 

青大将 を、 尻尾まで、 喰べ てし まふまでに は、 子豚が、 

ピ ー、 ピ—、 何 匹 産れ たか、 この 豚 飼の 男に は、 お ぼ 

えがない 程、 たくさんに 産れ ました。 (昭 4 .5 愛国 婦 



『君 は 妙な 男 だよ、 こないだから 大分、 暴風 波が つづ 

いて ゐ たが、 このた つた 二三 日、 ffl があった だけで、 

すぐ 気の 変った こと を 言 ふの は 困り ものだね、 蝶の 裏 

表 も わからずに、 よくも これまで 漁師 を やって来られ 

たもんだ、 大体 君と いふ 男 は 物の 裏表が わからん ばか 

リぢ やない、 前に 言った こと を、 手の 裏 を 返す やうに 

平気で 変へ てし まふ、 信用ので きない、 ズ ルイ 男 だよ 

—— 』 

かう いって 笑 ひながら 一 同 は 帰って ゆきました。 

(昭 U . 6 三十 四) 



ひ ぼたん 

緋 牡丹 姫 

啞娘 はたった 一 人で 野原に やって まゐ りました。 

そして 柔らかい 草の 上に 坐って、 花 を 摘んで あそん 

でゐ ました。 

はなびら 

さま/. \ の、 青 や 赤の 草花の 花弁 をい ちまい いち 

まい、 針で 通して つなぎました。 この 花弁で 首輪 を 作 



そして 声を立てて 泣いても、 お 友達の 言 ふやう に、 ほ 

ん とうに 蛙の やうに、 いやらしい 声 をた てて 泣く ので 

お 友達よりも、 たくさんの 涙 を もって ゐ ましたので、 

みんな 

その 涙 は 眼に あふれさ うです、 しかし 皆 の 前で、 泣い 

て はみ なに 笑 はれます ので、 どんなに 悲しい 出来事が 

あっても、 じっと 堪 へて をり ました。 そして 野原の 誰 

もゐ ない、 静かな 草の 上に きて、 せいいっぱい、 蛙の 

やうな、 醜い 声 を 張り あげて 泣く のでした。 

啞娘 は、 草花の 花弁 を 糸に つなぎながら、 とき/、 

\ 胸に 手 を をいて、 五日 も 十日 も 一月 も、 二月 も、 そ 



二 

しかし やがて 馬の やうに 泣く こと も、 啞 娘に はでき 

なくな つてし まひました。 

いつも 啞 娘の 泣く 声の 面白さに、 さま \,、 \ な こと 

を 言って、 啞娘を 泣かした 意地の 悪い お 友達 も、 啞娘 

あ ひて 

が 泣か なくなつ てから、 誰も 対 手に しなくな りました。 

啞 娘に は、 お父さん もお 母さん もありませんでした。 

そして この 憐れな 孤児の 啞娘 は、 見 も 知らぬ 不思議 

な 小母さんに 養 はれて ゐ ました。 

それが 1| 時の 頃から、 小母さんの 処に 来て ゐる のか、 



自分で も 知って ゐ ない ほど、 小さな 時の ことでした。 

くわ ゑん 

小母さん は、 それ はく 広々 とした 花園 を 持って ゐ 

て、 そこに は 薔薇の 花 をた くさん 植 ゑて ゐ ました。 

啞娘 はまい 朝早く 起きて、 この 花園の 土に 素足に な 

ぢ よろ 

つて、 手に は 重たい 如露 を さげて、 薔薇の 間 を 縫 ひな 

がら、 花に 水 を やる のが 仕事でした。 

その 仕事 は、 けっして 辛い 仕事 だと は 思 ひませんで 

したが、 小母さん は、 たいへん 邪険な 人でした から、 

啞 娘が ささいな あやまち をしても、 薔薇の 棘の ある 細 

い 鞭 を、 ぴ ゆう/^ と 風の やうに 鳴らして、 肩の あた 

り を 激しく 打ちました。 



啞娘 は、 これ をたい へん 悲しく 思 ひました。 小 母 さ 

んは、 黄色い 長い 上着 をぞ ろ/ \ と、 地面に ひきずり 

ながら 恐ろしい とがった 眼 をして、 啞 娘の 後に 尾つ い 

てきながら、 それ は やかましく 指図 をしたり、 小言 を 

いった リ、 いたしました。 

小母さんの いちばん 機嫌の よいの は 薔薇の 花に、 し 

つと りと 朝露の 含んだ 頃です、 その 時 だけ は、 小 母 さ 

んは 晴れ ばれと した 顔 をして、 花園の 中 を 歩る き 廻り 

ま ^9 

『わたしの 皮膚の 句 ひ を、 かいで ごらんよ、 啞娘、 な 

ん とい、 匂 ひだらう ね。 なんの 花の 句 ひ をす るか 言つ 



て ごらんよ。』 かう 言って 小母さん は、 啞 娘の 鼻 さきに 

自分の 痩せた 顔 を つきだしました。 

こんな ときには、 おばさんの 一 日のう ちで、 いちば 

ん 機嫌の よいと きです から 啞娘 は、 小母さんの 機嫌に 

逆 はぬ やうに、 だまって 薔薇の 花 を 指さし ます。 小 母 

さん は、 さも 満足の やうに、 にこに こいたし ます、 し 

かし、 ほんとう は 小母さんの 顔 はまつ くろで、 ざら ざ 

らと 小さな 棘の 生えて ゐる やうに、 皮膚が 醜く 荒れて 

をリ ましたし、 それに 念入りに、 こて/^ と 薔薇の 

花粉で 斿ら へた 白粉 を、 まだらに 塗って をり ました。 

小母さん は、 この 花粉の 白粉で、 額の 溝の やうに 深 



い、 たくさんの 皺 を かくして をり ましたので、 ほんと 

うの 小母さんの としが 何歳で あるか、 啞娘 は知リ ませ 

ん でした。 

二 

しかし 小母さんの 機嫌の よいの も、 ほんのち よいと 

の 間でした。 午後に なって、 薔薇の 花の 露 もとけ てし 

まひ、 お 日 さまが ぎら /\ と 照る 頃になる と、 だん 

と 小母さんの 気があらくな つて まゐリ ます。 

そして はげしく 薔薇の 鞭 をなら しました。 

啞娘 はいちく、 ひとつ 残らず 薔薇の 花に、 接吻 を 



して 廻らなければ なりませんでした、 すると 不思議な 

ことに は、 蕾 は ぱっと 開き、 元気な くし をれ ていた 花 

は、 いき/ \ と 頭 を もたげました。 

啞娘は 午後から、 かう して 幾千と いふ 数 かぎりない 

花園の 薔薇に、 接吻 を させられ ましたが、 しま ひに は 

啞 娘の 可愛らしい 唇 は、 あれき つて ザ クロの やうに な 

つてし まひました、 そして ふつ くらと、 ふくらんで ゐ 

た頰も 棘に 引搔れ て、 憐れに 傷ついて、 治る ひま もな 

いほ どで ありました。 

夜になる と、 啞娘 はまた 小さな カンテラ をと もして 

花園に ゆかなければ なりませんでした、 そして その 力 



ン テラの 灯で てらしながら、 薔薇の ひとつ ひと つ の 棘 

をて いねいに 磨かなければ なりませんでした。 

啞 娘が、 蛙の やうに も、 ひいくと 馬の やうに も 泣 

く マ ，- とがで きなくなります と 

『この 娘 は、 なんとい ふち かごろ 強情に なった の だら 

う、 少し 位 打っても 泣かない。』 

かう 小母さん は 言 ひながら、 以前に も 増して はげし 

く 鞭 を 振りました。 

啞娘 はやが て、 まったく 泣く こと も 笑 ふこと も 忘れ 

てし まって、 石の やうな 顔と なって しま ひました。 

或る日、 啞 娘が よねんなく、 野原で 花びら をつな い 



すると、 どこから ともなく、 美しい 一 人の 男の子が 

やって きました、 そして ふところから、 それ は/ \美 

味し さう に 熟した、 啞 娘に は、 かって 見た こと もない 

やうな 果物 を ひとつ だして、 くれました。 

しかし 啞娘 は、 頭 を ふって、 けっしてた ベようと は 

いたしませんでした。 

それ は、 小母さんが、 啞 娘に 毎日の 食物と して 牛乳 

ょリ 他に くれませんで したし、 そのほかの もの をけ つ 

して 食べて はいけ ない と、 かたく 禁じられて ゐ たから 

です。 

すると 男の子 は 



『笑 ふこと も、 泣く こと も 忘れて しまったお 嬢 さま、 

その実 を 喰べ ると 声が でる。』 

かう 言って、 果物 を 置いた ままに 行って しま ひまし 

た。 

啞娘 は、 小母さんの 言った こと も 忘れて しまって、 

他のお 友達の やうに、 声 を だして 笑ったり 泣いたり し 

たいばつ かりに、 その 果物 を 喰べ ました。 

すると 遠くの 男の子 は、 急に 大きな 鳥に なって、 さ 

ん \、， \啞 娘 を、 あざ笑って 飛んで しま ひました。 

意地の 悪い 鳥に、 欺され て啞娘 は、 果物 をた ベた の 

で、 声が でる どころ かい ままで しぼみ かけた 薔薇の 花 



でも、 啞 娘が 接吻 をす ると、 ぱっと 元気よ くひら いた 

のが、 それ もで き なくなった のです。 

『啞 娘、 お前 は、 け ふ 野原で けがれた 果物 を 喰べ たに 

ちが ひない よ、 あんなに 清い 唇が、 汚れて しまって ゐ 

る。』 

かう 言って 小母さん は、 さん/、 \啞 娘 を 鞭で 打つ 

たうへ、 薔薇の 花園 を 追 ひ 出して しまった のです。 

啞娘 はしかた なく、 野と 云 はず 山と 云 はず どこと 言 

ふ あてもなく 歩る き 廻りました。 

すると ある 日の 夕方、 大きな 白い 牡丹の 花が、 み わ 

たす 限り 海の やうに 咲いて ゐる 広い 花園に 着きました。 



『でも わたし は、 笑って みた いんです もの、 思 ひきつ 

て 大きな 声で ね、 どんな 恐ろしい 不幸が やって きても』 

緋 牡丹 姫の 啞娘 はかう しみ \,、 \ と 言 ひました。 

白い 牡丹の 花 はたい へん 緋 牡丹 姫に 同情いた しまし 

た。 そして そのうちの 頭だった 牡丹が みなの 牡丹に 

相談 をして みました。 

『哀れな、 笑った 事の ない 緋 牡丹 姫の 為に、 私 もい つ 

しょに 笑 ひませ う。』 

かう 言って、 親切な 白い 花 達 は、 緋 牡丹 姫の ために、 

恐ろしい 不幸が やってくる こと を、 知りながら も、 賛 

成 をして くれたの でした。 



と 思 ひました。 (愛国 婦人 発行 年月 不明) 



狼と 樫の 木 

村の 中に 一 本の 樫の 木が 生えて ゐ ました。 何時頃 か 

らか、 この 樫の 木の 根元の 大きな 洞穴の なかに ず 

るく ベ つたり と 一 匹の 大工の 狼が 住む やうに なり ま 

した。 



た。 

狼と 樫の 木 はお 互に 暖め 合ったり、 なぐさめあった 

りして ゐ るので 何の 不満 もない はずで したが、 近頃に 

なって、 大工の 狼の 腕の 良い ことが 何時の間にか 王様 

の 耳に 入ったら しく、 今にも 大工 狼 を 呼びに 王様のお 

使 ひがく ると いふ 噂が、 どこから ともなく 狼の 耳に 入 

つ てきました。 

とうとう 狼と 樫の 木と は 相談の 揚句、 狼 は 樫の 木 を 

伐リ 倒して、 腕 を ふるって 高い/ \ 踏 台 をつ くリ まし 

た、 それ は 大変 高く、 王様の やぐらの 高さと も 劣らぬ 

ほどの 高さでした。 



狼 はこの 高い 踏 台の 上に あがって、 小手 を かざして 

王城の 方 をみながら、 王様からの 迎へ をい まか/ \ と 

待って ゐ ました。 

すると 狼 は 急に 慾が 出て 来て、 その 附近の 大きな 桐 

の 木に 眼 をつ け 始めました、 そして 樫の 木の 踏 台の 妻 

君 を 捨て、 桐の 木と 結婚して しま ひました。 

樫の 木の 踏 台の 妻 君 は、 三日三晩 泣き あかしました、 

そして ムラく と 嫉妬の 気持が 起きて、 いっか ふくし 

ゆう をして やらう と考 へ ました。 

狼 は 新しい 妻 君の 桐の 木 を 伐り 倒して、 高い ハシゴ 

を 作り、 その上に 昇って、 以前の やうに 王様の 迎へを 



今 か/ \ と 待って ゐ ました。 するとと うとう 時が 来 ま 

した。 

王様 は 自ら 馬車に 乗って、 大工 を迎 へに やって来 ま 

した。 そして 王様のお 抱への 大工に 出世して しま ひま 

した。 

しかし 以前の 妻 君であった 樫の 木が 承知し ません、 

また 林の 樫の 木 は、 その 樫の 木の こと を 同情して 

『何とい ふ 薄情な 狼 だら う、 住める だけ 樫の 木の 洞穴 

に 住んで ゐて、 それから 伐リ 倒して 踏 台に して、 それ 

を 捨て ゝ 他の 新しい 桐の 木と 結婚す るなん て』 

と 狼 を 憎む 声が だんく 高くな つて 来ました。 



村の 王様と いふの は、 珍ら しい もの 好きな 性質が あ 

リ ましたから、 憤慨して ゐる 樫の 木が おかしくて なり 

ません、 そこで 茶目 気 を 出して、 踏 台 をお 城に 雇 ひ 入 

れる ことにしました、 踏 台 は 王様に 雇 はれる と 急に 大 

きな 声で 叫び だし 

『悪い 狼 奴が どうして 妾 を 欺まして、 出世 をした か I 

I』 とい ふ 長い 文章 を 書いて 王様に 進呈し ました。 

王様 はこれ を 城壁に はって、 村に 住んで ゐる もの、 

意見 をき ゝ ましたが、 誰 一人と して 狼の 味方 をす る も 

のがありませんでした、 みんな 樫の 木が 可哀 さう だと 

いふので した 



狼 はすつ かり しょげて しまって、 長い 耳 を 垂れて 耳 

を 塞いで 

『世の 狼 共よ、 かしの 木と 結婚す るの は 良い が、 決し 

て 踏 台に はする もんで はない よ』 

とい ひました。 (小 熊 夫人 書き写し) 



マナ イタの 化けた 話 



海の 水平線に、 小さな 帆前船が 現 はれました。 見る 

と 船の 上に は、 四 五 人の 人が 立って ゐて、 手 を ふり あ 

げて、 岸に むかって 助け を もとめて ゐ ました。 

アイヌの 村に、 この 奇怪な 船が あら はれる と、 アイ 

ヌ達は 『それやつ てきた —— 』 と 大騒ぎに なります、 

アイヌ 達 は 家の 中に 逃げ込んで、 戸口 をし つかりと 押 

へつ け、 そとから 開かない やうに しました。 

そして 恐ろし さに ぶる/ \ ふるへ て 居りました。 ァ 

ィヌ 達の 犬 も、 ふだん は獵に 出て 熊と 格闘 をす る ほど 

勇気が ありまし たが、 この 幽霊船が 現 はれる と、 尻尾 

をまい て、 ちぢみあがって、 家の 中に 逃げ込んで しま 



白い 御幣 を 砂の 上に たて、 その ま はり を 取りまい て、 

アイヌの 神様に むかって 『どうぞ 私達の 村の 酋長 を 悪 

い 小男が 連れて行きません やうに —— 』 と 熱心に お 祈 

り をし ました。 しかし それ は 無駄でした、 あるとき こ 

の 村の 海の 沖合に も、 突然 小男の 帆前船が 現 はれた の 

でした。 

酋長 夫婦の 驚き はもち ろん のこと、 村人 達 は 悲しみ 

ました、 酋長の 妻 はこの 突然の 出来事 を どうして 切り 

抜けて、 夫 を 救 はう かと 小さな 胸 をいた めました、 そ 

れは 神様に お祈り をして、 助けても らふより しかたが 

ない と考 へました ので、 夫の ために 一生懸命 祈りつ y 



自分の 家の 宝物に して ゐた 立派な 短剣 を 手に して 出て 

来ました、 夫に それ を 手渡しながら 『これ は 私の 記念 

としてお もちに なって 下さい 』 と 言 ひました。 

そして 妻の 眼 は 『も しをりが あったら、 この 短剣で、 

た、 V 一 突に 小男 を 突 殺して、 帰って来て 下さい』 と、 

言葉に は 出さず、 心の中 を かたる 眼つ きをしながら、 

妻 は 刀 を 夫に 渡しました、 酋長 はうな づきながら、 怪 

しい 小男と 連れ だ つて 戸外に 出ました。 

どれほど 相手が 強くて 悪魔の やうで も、 永い 間に は 

油断と いふ ものが あるから 夫が 小男 を 刺し殺して、 無 

事な 姿で 村に かへ つてく る ことが 出来る かもしれ ない 



何百 年 も 大昔の ことでした、 アイヌ 達の 先祖に 大変 

に 勇気の ある 神様が をり ました。 山から 山へ、 谷から 

谷に、 たった 一人で 分け入って、 熊 や 狼 やさ ま \,、 \ 

の 獣の 獵 をして ゐま した、 谷底に 松の 枝で 狩 小屋 を 作 

り、 神様 は そこで 寝起きし ました、 その 小屋 を 根城に 

して、 朝早く 外に 出かけ、 一日中 山 を 走り ま はって、 

夕方に は 背負 ひきれ ない ほど 獣 をた くさん 獵 をして、 

山小屋へ 帰って来ました。 

それから 夕飯の 仕度 をす るので す、 魚の 乾かした の 

を、 トン/ \ と 叩いて 柔らかに したり、 獣の 肉 を 切つ 

たりす るのに、 イタ ダニ (マナ イタ) を 使 ひました、 



にさら はれたり、 何十 年と なく 谷 を 下流に むかって 旅 

をつ y けなければ なりませんでした、 そして やう やく 

海に 出た のでした。 

その 海 を 流れる マナ イタの 生活 も、 それ は それ は 永 

い 間で、 何十 年、 何百 年と いふ 年月 をもう 忘れて しま 

ふ ほど、 浮いたり 、沈んだり、 潮に もまれる、 つらい/ \ 

生活 を つ y けました。 

昔 は 若者であった マナ イタ も 今 はまった く 腐って し 

まって、 見る かげ もな く 醜い 老人と なって しま ひまし 

た。 

『にくらしい アイヌの 神様、 にくらしい アイヌ 奴 を 呪 



のない やうに しました。 (小 熊 夫人 書き写し) 



タマ ネギ になった お 話 

悪魔 は、 小さな 村に やって きました。 誰に も 気付か 

れ ないやう に、 村 は づれの 一軒の 百姓家の、 鶏 小 舎の 

中に しのび 込みました。 

この 小 悪魔 は、 それ は しづかに、 しづかに、 足音 も 



たてない やうに しのび 込んだ のでした。 しかし 耳 さと 

い 雄鶏 は、 早く も 小 悪魔の 姿 をみ つけたので、 大きな 

声 を はりあげました。 

『さあ、 みんな 戸 じ まりをし つかりして』 

と 雌鶏た ちに 注意 をいた しました。 

そこで 雌鶏た ち は、 悪い 卵 泥棒が しのびこんだ なと 

思 ひました ので、 用心 をす る ことにいた しました。 

なかには つむった 眼 を、 か はるが はる 明 〔# 「明」 

に 「ママ」 の 注記〕 けて 用心 をしながら 眠って ゐるも 

の も ありました。 

『お前さん は、 なんて 人相の わるい 男 だら うね、 耳の 



入れて 小脇に かかへ て かへ りました。 

『まあ、 まあ、 娘 もたい へんし あはせ になって、 こん 

なに 沢山 衣装 を 着 こんで ゐ るよ』 

かう いって 母親 は、 タマ ネギの 皮 を、 一枚 一枚む き 

始め ましたが、 成程む いても、 むいても、 下着 をた く 

さんに 着込んで をり ました。 (自筆 原稿) 



鶏のお 婆さん 



鶏た ち は、 鶏 小屋の 近所の 野原に ぞろぞろと 行列 を 

つくって や つ てきました。 

野原に は 小さな 虫が たくさん 飛んで ゐ ましたし、 き 

れいな 水の 流れ も ありまし たから、 鶏た ち は 其処が 好 

きで い つも 遊び場 所に して ゐ ました。 

なに か 不思議な 事が 起きたり、 あやしい 者の 姿 を 

みつけ 

発見る こと は、 雄鶏が 一番 上手でした、 雌鶏た ちの 目 

もと > か ないやうな、 遠くの 方の 草の 中から 犬の 耳が 

二つ、 ひょっこり 出て ゐ るので も、 雄鶏 はたち まち 発 

見し ました。 



と 或る日、 雄鶏が いった ことがありました。 

『ああ、 さう だよ、 わし ももう ながいこと 生きれ ない 

よ』 

と 婆さん 鶏 は、 しんみり とした 声で いひました ので、 

雄鶏 もちよつ と可哀 さう に 思 ひました、 しかし そのく 

なが いき 

せ 婆さん 鶏 は、 長生 をいた しました。 

百姓の 娘さん は、 青菜 を 洗って しま ひ、 これ を 小さ 

な 手車に のせて、 街の 方に 行きました、 鶏た ち はコボ 

レた菜 を 仲 善く 拾って 喰べ ました、 

『みんな 見 給へ、 あんな 高い 処を 鴉が 飛んで ゐる』 

雄鶏が いひました、 一 同 は 空 を 仰ぎました。 〔# 底 



意地悪の 婆さん 鶏 は、 一 同の 列の、 いちばん 後に、 

よぼよぼと 尾行て きました。 

小屋に 入る と 鶏た ち は、 それぞれ 練 餌 を 喰べ たり、 

砂 を 浴びたり、 羽の 手入れ をしたり、 勝手な こと をい 

たしました。 

『雄鶏さん、 大変です よ、 あの 意地悪 婆さんが、 飛 〔# 

「飛」 に 「ママ」 の 注記〕 ん でもない もの を 喰べ て、』 

一 羽の 鶏が、 雄鶏のと ころに、 あわてて 注進に きま 

した。 

最初 婆さん 鶏が、 鶏 小屋の 隅の 暗い ところで、 ひと 

りで 白い 丸い 物 を、 むしゃ、 むしゃ、 喰べ てゐ ました、 



とまり ギ J 

雄鶏 は、 何 段に もな つて ゐる棲 架の、 いちばん 上の 

段に 飛び あがって 元気な 声で 

『さあ、 みんな 棲 架に とまった か、 子供た ちは片 脚で 

止まる 練習 もしなければ 駄目 だよ、 片 脚で 立って 片脚 

を 休ませ、 か はるが はる 疲れたら やる の だよ、 卵 箱の 

中に 入って 寝る の は、 弱虫 か、 病人 だよ、 元気な もの 

は、 いちばん 高い 棲 架に 止ま るんだ よ。』 

と こまごまと 注意 をし ました、 鶏た ち は、 みな 素直 

に 雄鶏の いふ やうに、 なるべく 高い 横木 をえ らんで 止 

まり、 仲 善く 肩 をす り あはしました。 

雄鶏 は、 高い ところから、 婆さん 鶏に 声をかけ まし 



た。 

『婆さん、 地べたに うづく まって 居る の は 体に よくな 

いよ』 

婆さん 鶏 は、 暗い 片隅の 湿った 処に、 汚れた 羽に 頭 

を 突 込んで まるくなって 眠って ゐ たので、 かう 親切に 

いひました。 

『わし は 何処でも よいよ、 元気の よい もの は せいぜい 

高い 棲 架に とまるが よい さ、 わし は 片足 を あげて 眠る 

元気 もな いんだ からね』 

と 婆さん 鶏 はい ひました、 そこで 雄鶏 は、 地面に 寝 

て は、 夜の しめりで： K: を 悪る くす る こと も あるし、 殊 



雄鶏 は、 吃驚り して、 声 を あげました。 

『おい、 お前た ち は、 何 を そんなに 奪 ひ 合って はしゃ 

いで ゐ るんだ、 それ はお 婆さんの 脚で はない か』 

鶏た ち は、 今更の やうに びっくりして、 く はへ てゐ 

たもの を 放しました、 雄鶏 は そこで あたり を 見廻し ま 

したが、 お婆さん 鶏の 姿 は、 その あたりに は 見あたり 

ませんで した。 (自筆 原稿) 



※入力 者 補注 ： 本文 中、 差別 語に 分類され る 用語が 出 

てく るが、 作者の 意図と 時代 背景と を 考慮し、 その ま 
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